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【別添】点検・修繕リスト（計画） 
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（１）道路管理延長 

東北地方整備局は、一般国道16路線の他、東北横断自動車道釜石秋田線、東北中

央自動車道、日本海沿岸東北自動車道の延長約3,235kmを管理しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）管理道路トンネル数 

東北地方整備局は、281箇所の道路トンネルを管理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 区間延長 

国道4号 570.5km 

国道6号 158.2km 

国道7号 447.5km 

国道13号 361.7km 

国道45号 778.2km 

国道46号 93.8km 

国道47号 133.4km 

国道48号 53.4km 

国道49号 173.3km 

国道101号 23.2km 

国道104号 18.3km 

国道108号 40.2km 

国道112号 101.7km 

国道113号 52.5km 

国道115号 45.6km 

国道283号 33.7km 

東北横断自動車道釜石秋田線 33.6km 

東北中央自動車道 50.5km 

日本海沿岸東北自動車道 65.8km 

合計 3,235.1km 

路線名 箇所数 延長（km） 

国道 4号 5 1.7 

国道 6号 11 2.2 

国道 7号 18 9.3 

国道 13 号 22 21.1 

国道 45 号 122 92.6 

国道 46 号 8 4.9 

国道 47 号 2 1.2 

国道 48 号 7 7.2 

国道 49 号 12 7.6 

国道 112 号 13 9.6 

国道 113 号 10 4.3 

国道 115 号 17 13.6 

国道 283 号 6 10.1 

東北横断自動車道釜石秋田線 6 6.7 

東北中央自動車道 10 14.6 

日本海沿岸東北自動車道 12 23.6 

合計 281 230.3 

図－１ 東北管内の路線図 

表－１ 東北管内の直轄管理区間 

表－２ 路線別の管理トンネル数 

（令和 4 年 4 月 1 日現在）

   

※別添リストでは、国道 7号には E7、国道 13 号には E13、国道 45 号には E45 が含まれている。また、国道 115

号は E13、国道 283 号は E46、東北横断自動車道は E46、東北中央自動車道は E13、日本海沿岸東北自動車道は

E7 としている。 

 

 

（令和 4 年 3 月末時点） 

図－２ 路線別の管理トンネル数 

（令和 4年 4月 1日現在） 
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（１）現状と課題 
東北地方整備局が管理する道路トンネルは、令和4年3月末時点で281箇所ありま

す。建設の推移を見ると、高度経済成長期といわれる1955年から1973年にかけて全

体の約2割にあたる63箇所が建設され、今後、これらの道路トンネルの高齢化が一

斉に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）道路トンネル建設後の経過年数 
建設後50年を経過した道路トンネルの割合は、現在約21%であるのに対し、10年

後には約33%、20年後には約42%となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 建設年度別トンネル数・延長 

図－４ 年齢別トンネル数割合 図－５ 建設後 50 年を経過したトンネルの割合 

※割合は四捨五入の関係で合計値が 100%にならない場合がある（次頁以降も同様）。 
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（１）基本方針 

東北地方整備局で管理する道路トンネルについて、道路トンネル個別施設計画を

策定します。道路トンネルの老朽化対策を確実に進めるため、点検から始まり、診

断、措置、記録というメンテナンスサイクルを構築、推進します。 

予防保全による道路メンテナンスへ早期に移行するため、定期点検等により確認

された修繕が必要な施設の対策を実施し、ライフサイクルコストの低減や持続可能

な維持管理を実現します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）定期点検・診断 

道路トンネルの定期点検は、「道路トンネル定期点検要領（平

成31年3月）」に基づき、建設後1年から2年の間に初回を行い、2

回目以降は、5年に1回の頻度で行うことを基本とします。 

定期点検では、近接目視を基本とし、診断結果については健全

性を4段階で区分するとともに、判定区分に応じ適切に措置を講

じます。 

健全性の診断 

判定区分 

区分 定義 

Ⅰ 健全 道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措

置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ず

べき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
道路トンネルの機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく

高く、緊急に措置を講ずべき状態。 

図－６ メンテナンスサイクル 

定期点検状況 

診断点検

記録
管理

補修
補強

橋梁を定期的に点検し、損傷
状況を把握。

定期点検結果に基づき、損傷原因
に関する所見をまとめ、対策区分
を判定し、補修等の計画を策定。

補修等の計画に基づき、効率
的に補修等を行う。

各種点検結果や補修等の履
歴を記録保存。

措置 記録 

  

 
 

定期点検結果に基づき、変状規

模、変状原因、進行要因、道路利

用者への影響等を踏まえ対策区

分の判定、健全性の診断を行う 

健全性の診断に基づき、道路の効

率的な維持及び修繕から必要な

措置を講じる 
 

各種点検結果や補修等の 

履歴を記録、保存 

 

トンネルを定期的に点検し、 

変状状況を把握 

 

- 3-



 

 

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

計画期間
名称

●●トンネル

▲▲トンネル

点検 点検

5年に1回の頻度

修繕等

点検
5年に1回の頻度

修繕等

点検

点検結果に応じて、次回点検までに

点検結果に応じて、次回点検までに

（３）対策実施方針 

定期点検結果の判定区分に応じて対策を行います。 

｢判定区分Ⅳ｣は、緊急に措置を講じます。 

｢判定区分Ⅲ｣は、定期点検後、次回の定期点検まで（５年程度以内）に措置を講

じます。 

｢判定区分Ⅳ｣および｢判定区分Ⅲ｣の対策を推進するとともに、今後の点検結果や

対策の実施状況を踏まえたうえで、｢判定区分Ⅱ｣の対策を実施します。 

（４）計画期間                        

計画期間は、5年に1回の定期点検サイクルを踏まえ、点検間隔と措置（補修等）

の時期が明らかとなるよう5年計画とします。なお、新たな点検結果等を踏まえ、

毎年度計画を更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）対策の優先順位                        

点検結果に基づいて、効率的な維持及び修繕が図れるよう必要な措置を講じます。

なお、対策の優先順位は、道路トンネルの損傷程度（変状・異常現象、対策区分、

進行度合い等）や利用者・第三者への影響度、路線の重要度（緊急輸送道路、迂回

路の有無等）などを総合的に勘案して判断します。 

 

 

 

 

図－７ 点検・修繕計画のイメージ図 
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（１）施設の状態 

東北地方整備局が管理する道路トンネル281箇所のうち、令和元年度から令和3年

度までに128箇所の定期点検を実施し、その結果は、判定区分Ⅰが1箇所、判定区分

Ⅱが81箇所、判定区分Ⅲが46箇所、判定区分Ⅳが0箇所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理 

施設数 

うち点検対象 

施設数※ 

R1-R3 

点検実施数 

R1-R3 

判定区分 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

281 206 128 1 81 46 0 

判定区分  

区分 定義 

Ⅰ 健全 道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全

の観点から措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期

に措置を講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
道路トンネルの機能に支障が生じている、又は生じる可

能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。 

図－８ 判定区分割合 

 

表－３ 令和元年度～令和 3 年度までの定期点検結果 

※令和 4年 3月末時点での施設数のうち、供用後 5年以内などを除いた施設数の合計 

（単位：箇所）

図－９ 地域別判定区分割合（R1-R3） 
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（２）対策内容 
点検結果に対する主な対策としては、覆工コンクリートの漏水（つらら）、うき・

剥離等の変状に対して、漏水対策や剥落防止措置を講じます。 

対策には、主に材質劣化や漏水によって低下した機能の回復を目的とした補修対

策と、主にトンネルの構造的安定性の確保を目的とした補強対策があります。 

対策方法は、点検結果に基づいて変状の状況を十分に把握し選定するとともに、

その範囲・規模については、対策の目的を満足する範囲で経済性を考慮し決定しま

す。 

 

◆トンネル定期点検における変状及び対策事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【変状状況①】 

コンクリートのうき 
【対策事例①】 

剥落防止 

【変状状況②】 

漏水 

【対策事例②】 

漏水対策 

【変状状況③】 

覆工背面に空洞を確認 

【対策事例③】 

覆工背面空洞対策（注入工） 
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（３）実施時期 

道路トンネルの個別施設計画の推進を図るには、予防保全の考え方によるインフ

ラメンテナンスの実施を基本として、施設の機能や性能に不具合が発生する前に修

繕等の対策を講じることが重要となってきます。 

実施時期は、点検結果及び維持補修の効率化等を踏まえ、表のとおりとします。 

 

 

点検計画 

R1  R2  R3  R4  R5 合計 

74 46 65 55 41 281 

 

 

修繕計画 

R1  R2  R3  R4  R5 合計 

5 13 14 9 24 65 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－５ 修繕計画 （単位：箇所） 

表－４ 定期点検計画 （単位：箇所） 

※点検計画及び修繕計画については、令和4年4月1日時点における予定であり、今後、予算措置状況、施設の

新設・撤去・廃止・管理移管等により変更する場合がある。 

※修繕計画について、措置が複数年度にわたる場合は各年度に計上している。 
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点検・修繕リスト（計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 北 地 方 整 備 局 

個別施設計画                  【別添】         



■東北地方整備局「道路トンネル点検・修繕計画」 （令和4年4月1日時点）
施設名 路線名 建設年度 建設後 延長 幅員 トンネル 等級 主な

（西暦） 経過年数 （m） （m） 施工方法 事務所 県 市町村 措置内容
年度 健全性

R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5
路線名 建設年度 経過年数 延長 幅員 施工方法 等級 事務所 県 市町村 R1点検R2点検R3点検R4点検R5点検R1修繕R2修繕R3修繕R4修繕R5修繕主な措置内容（予定）

善知鳥トンネル 国道4号 1980 42 112 10.3 山岳（矢板） D 青森 青森県 青森市 R1 Ⅱ ○
久栗坂トンネル 国道4号 1974 48 585 9.85 山岳（矢板） B 青森 青森県 青森市 R1 Ⅲ ○
鶴ケ花トンネル 国道7号 1993 29 154 12.3 山岳（NATM） C 青森 青森県 平川市 R1 Ⅱ ○
塩町トンネル 国道45号 1980 42 150.3 10 開削 C 青森 青森県 八戸市 R1 Ⅱ ○

高舘人道トンネル（上） 国道45号 2000 22 40.7 3 推進 － 青森 青森県 八戸市 H30 Ⅱ ○
高舘人道トンネル（下） 国道45号 2000 22 39 3 推進 － 青森 青森県 八戸市 H30 Ⅱ ○

是川トンネル E45 2013 9 973.1 11 山岳（NATM） B 青森 青森県 八戸市 H30 Ⅲ ○ □ 剥落防止
小繋トンネル 国道4号 1963 59 145.1 8 山岳（矢板） D 岩手 岩手県 一戸町 H30 Ⅲ ○ □ 内装板更新

小繋歩道トンネル 国道4号 1992 30 202 3 山岳（NATM） － 岩手 岩手県 一戸町 H30 Ⅱ ○
笹目子トンネル 国道4号 1985 37 611 10.25 山岳（矢板） B 岩手 岩手県 一戸町 H30 Ⅲ ○ □ 断面修復

宮古第１トンネル 国道45号 1971 51 120 8.1 山岳（矢板） D 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅲ ○
宮古第２トンネル 国道45号 1971 51 437.1 8.1 山岳（矢板） C 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅲ ○
宮古第３トンネル 国道45号 1971 51 388 8.1 山岳（矢板） C 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅲ ○
宮古第４トンネル 国道45号 1971 51 554 8.1 山岳（矢板） C 三陸 岩手県 宮古市 R2 Ⅱ ○

小成トンネル 国道45号 1972 50 75 8.7 山岳（矢板） D 三陸 岩手県 岩泉町 H29 Ⅱ ○
小本トンネル 国道45号 1971 51 729 8.6 山岳（矢板） C 三陸 岩手県 岩泉町 R1 Ⅲ ○
田老トンネル 国道45号 1971 51 618 8.2 山岳（矢板） C 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅲ ○
摂待トンネル 国道45号 1971 51 288 8.1 山岳（矢板） D 三陸 岩手県 宮古市 H30 Ⅲ ○ □ 漏水対策
船越トンネル E45 2001 21 1288 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 山田町 R1 Ⅲ ○
山田トンネル E45 2001 21 774 12 山岳（NATM） C 三陸 岩手県 山田町 R1 Ⅱ ○

田野畑トンネル 国道45号 1970 52 130 8 山岳（矢板） D 三陸 岩手県 田野畑村 H29 Ⅱ ○
普代トンネル 国道45号 1971 51 276 8.5 山岳（矢板） D 三陸 岩手県 普代村 H29 Ⅱ ○
長内トンネル 国道45号 1986 36 553 10.5 山岳（矢板） B 三陸 岩手県 久慈市 H29 Ⅱ ○
湊トンネル E45 1993 29 563 9.4 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 久慈市 H29 Ⅱ ○

岩泉長内トンネル E45 2007 15 301 11 山岳（NATM） D 三陸 岩手県 岩泉町 H30 Ⅱ ○
岩泉トンネル E45 2010 12 1986 11 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 岩泉町 R3 Ⅱ ○

大牛内トンネル E45 2009 13 345 9.5 山岳（NATM） D 三陸 岩手県 岩泉町 R3 Ⅱ ○
尾肝要トンネル E45 2012 10 2736 9.5 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 田野畑村 H30 Ⅱ ○

新普代第１トンネル E45 2001 21 118 9.5 山岳（NATM） D 三陸 岩手県 久慈市 H30 Ⅱ ○
新普代第２トンネル E45 2001 21 347 9.5 山岳（NATM） D 三陸 岩手県 久慈市 H30 Ⅱ ○

間木戸トンネル E45 2016 6 977 13.56 山岳（NATM） A 三陸 岩手県 山田町 R2 Ⅰ ○
田名部トンネル E45 2016 6 1985 13.56 山岳（NATM） A 三陸 岩手県 山田町 R3 Ⅱ ○
豊間根トンネル E45 2016 6 709 13.5 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 山田町 R3 Ⅰ ○
津軽石トンネル E45 2016 6 491 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 宮古市 R3 Ⅱ ○

管理者 所在地 点検の時期 修繕の時期点検結果
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■東北地方整備局「道路トンネル点検・修繕計画」 （令和4年4月1日時点）
施設名 路線名 建設年度 建設後 延長 幅員 トンネル 等級 主な

（西暦） 経過年数 （m） （m） 施工方法 事務所 県 市町村 措置内容
年度 健全性

R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5
路線名 建設年度 経過年数 延長 幅員 施工方法 等級 事務所 県 市町村 R1点検R2点検R3点検R4点検R5点検R1修繕R2修繕R3修繕R4修繕R5修繕主な措置内容（予定）

管理者 所在地 点検の時期 修繕の時期点検結果

摂待第1トンネル E45 2016 6 1355 13.5 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 宮古市 R3 Ⅰ ○
摂待第2トンネル E45 2016 6 1772 13.5 山岳（NATM） A 三陸 岩手県 宮古市 R3 Ⅰ ○
重津部トンネル E45 2014 8 294 12 山岳（NATM） C 三陸 岩手県 宮古市 R2 Ⅱ ○

岩泉小本トンネル E45 2015 7 1134 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 岩泉町 R2 Ⅰ ○
大平トンネル E45 2017 5 674 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅰ ○

一の渡トンネル E45 2018 4 212 12 山岳（NATM） C 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅰ ○
女遊戸トンネル E45 2018 4 845 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅰ ○
小田代トンネル E45 2016 6 455 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅱ ○
館が森トンネル E45 2016 6 553 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅰ ○
ケラストンネル E45 2016 6 360 12 山岳（NATM） C 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅰ ○

新田平トンネル E45 2017 5 241 12 山岳（NATM） C 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅰ ○
山口トンネル E45 2018 4 406 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅰ ○
猿峠トンネル E45 2017 5 2258 12 山岳（NATM） A 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅰ ○

千徳城トンネル E45 2019 3 426 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅰ ○
松月トンネル E45 2016 6 611 12 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅱ ○
樫内トンネル E45 2017 5 1417 12 山岳（NATM） A 三陸 岩手県 宮古市 R1 Ⅱ ○
芦ヶ沢トンネル E45 2020 2 293 11.5 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 久慈市 R2 Ⅰ ○
宇部トンネル E45 2016 6 446 11.5 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 久慈市 R2 Ⅰ ○

柏木平第1トンネル E45 2016 6 292 11.5 山岳（NATM） D 三陸 岩手県 普代村 R2 Ⅰ ○
柏木平第2トンネル E45 2016 6 423 11.5 山岳（NATM） C 三陸 岩手県 普代村 R2 Ⅰ ○

白井トンネル E45 2018 4 2059 11.5 山岳（NATM） A 三陸 岩手県 普代村 R2 Ⅱ ○
浜山トンネル E45 2017 5 1582 11.5 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 田野畑村 R2 Ⅱ ○
巣合トンネル E45 2019 3 1712 11.5 山岳（NATM） B 三陸 岩手県 田野畑村 R2 Ⅰ ○
沢向トンネル E45 2021 1 256.0 11.5 山岳（NATM） C 三陸 岩手県 普代村 R3 Ⅰ ○
堀内トンネル E45 2021 1 1577.5 11.5 山岳（NATM） A 三陸 岩手県 野田村 R3 Ⅰ ○

下安家トンネル E45 2021 1 997.0 11.5 山岳（NATM） A 三陸 岩手県 田野畑村 R3 Ⅰ ○
久慈長内トンネル E45 2021 1 1445.3 11.5 山岳（NATM） A 三陸 岩手県 久慈市 R3 Ⅰ ○
恋の峠トンネル E45 2008 14 343 11 山岳（NATM） C 南三陸 岩手県 釜石市 R2 Ⅱ ○

鵜住居第１トンネル E45 2009 13 937 11 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 R2 Ⅱ ○
両石トンネル E45 2007 15 1209 11 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 R2 Ⅱ ○

新鍬台トンネル E45 2017 5 3330 12 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 釜石市 H30 Ⅰ ○
荒川トンネル E45 2017 5 1169 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 H30 Ⅱ ○
片岸トンネル E45 2017 5 465 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 H30 Ⅰ ○
桜峠トンネル E45 2017 5 521 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 H30 Ⅱ ○
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■東北地方整備局「道路トンネル点検・修繕計画」 （令和4年4月1日時点）
施設名 路線名 建設年度 建設後 延長 幅員 トンネル 等級 主な

（西暦） 経過年数 （m） （m） 施工方法 事務所 県 市町村 措置内容
年度 健全性

R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5
路線名 建設年度 経過年数 延長 幅員 施工方法 等級 事務所 県 市町村 R1点検R2点検R3点検R4点検R5点検R1修繕R2修繕R3修繕R4修繕R5修繕主な措置内容（予定）

管理者 所在地 点検の時期 修繕の時期点検結果

鵜住居第2トンネル E45 2016 6 1445 12 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 釜石市 H30 Ⅱ ○
小鎚第1トンネル E45 2016 6 309 12 山岳（NATM） C 南三陸 岩手県 大槌町 H30 Ⅱ ○
小鎚第2トンネル E45 2016 6 975 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 大槌町 H30 Ⅰ ○
大槌第1トンネル E45 2016 6 256 12 山岳（NATM） C 南三陸 岩手県 大槌町 H30 Ⅱ ○
大槌第2トンネル E45 2016 6 2043 12 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 大槌町 H30 Ⅱ ○
篠倉山トンネル E45 2017 5 3023 12 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○
八雲トンネル E45 2014 8 635 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○

新鳥ヶ澤トンネル E45 2014 8 839 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○
女遊部トンネル E45 2014 8 149 12 山岳（NATM） D 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○
新水海トンネル E45 2014 8 445 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○
釜石トンネル E45 2016 6 873 11 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 R2 Ⅱ ○
鴇波トンネル E45 2006 16 990.0 12 山岳（NATM） A 南三陸 宮城県 登米市 R2 Ⅱ ○

大峠山トンネル E45 2020 2 469.0 12 山岳（NATM） C 南三陸 宮城県 気仙沼市 R2 Ⅱ ○
新唐桑トンネル(気仙沼第2トンネル) E45 2020 2 1167.0 12 山岳（NATM） A 南三陸 宮城県 気仙沼市 R2 Ⅱ ○
大浦トンネル(気仙沼第一トンネル） E45 2020 2 361.0 12 山岳（NATM） C 南三陸 宮城県 気仙沼市 R2 Ⅰ ○

登米志津川トンネル E45 2013 9 1432.0 13.6 山岳（NATM） B 南三陸 宮城県 登米市 R1 Ⅱ ○
小原木長部トンネル E45 2017 5 910.0 12 山岳（NATM） B 南三陸 宮城県 気仙沼市 H30 Ⅰ ○

霧立トンネル E45 2010 12 2039.0 9.5 山岳（NATM） A 南三陸 宮城県 気仙沼市 R3 Ⅱ ○
新井田１号トンネル E45 2014 8 451.0 12 山岳（NATM） C 南三陸 宮城県 南三陸町 R3 Ⅱ ○
新井田２号トンネル E45 2015 7 103.0 12 山岳（NATM） D 南三陸 宮城県 南三陸町 R3 Ⅱ ○
新井田３号トンネル E45 2015 7 201.0 12 山岳（NATM） D 南三陸 宮城県 南三陸町 R3 Ⅱ ○

清水トンネル E45 2015 7 406.0 12 山岳（NATM） C 南三陸 宮城県 南三陸町 R3 Ⅰ ○
熊の木トンネル 国道45号 1972 50 498.0 8.6 山岳（矢板） C 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○
小白浜トンネル 国道45号 1971 51 324.0 8.6 山岳（矢板） D 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○
石塚トンネル 国道45号 1969 53 1351.0 8.6 山岳（矢板） B 南三陸 岩手県 釜石市 H30 Ⅲ ○ □ □ □ 覆工背面空洞対策

嬉石トンネル 国道45号 1975 47 138.0 9.5 山岳（矢板） D 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○
鳥谷坂トンネル 国道45号 1969 53 1350.0 8.6 山岳（矢板） A 南三陸 岩手県 釜石市 H29 Ⅱ ○
水海トンネル 国道45号 1969 53 70.0 8.6 山岳（矢板） C 南三陸 岩手県 釜石市 H30 Ⅲ ○ □ 漏水対策
天神トンネル 国道45号 1988 34 205.0 9.5 山岳（矢板） C 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅲ ○
鍬台トンネル 国道45号 1970 52 2305.0 8.5 山岳（矢板） B 南三陸 岩手県 大船渡市 H30 Ⅲ ○ □ 剥落防止

古廟坂トンネル 国道45号 1968 54 660.0 8.6 山岳（矢板） C 南三陸 岩手県 釜石市 H30 Ⅲ ○ □ 断面修復
吉里吉里トンネル 国道45号 1969 53 407.0 8 山岳（矢板） C 南三陸 岩手県 大槌町 R2 Ⅱ ○
大沢第一トンネル 国道45号 1968 54 169.0 8.5 山岳（矢板） D 南三陸 岩手県 大槌町 R2 Ⅲ ○
大沢第二トンネル 国道45号 1968 54 91.0 8.5 山岳（矢板） D 南三陸 岩手県 大槌町 R2 Ⅲ ○
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■東北地方整備局「道路トンネル点検・修繕計画」 （令和4年4月1日時点）
施設名 路線名 建設年度 建設後 延長 幅員 トンネル 等級 主な

（西暦） 経過年数 （m） （m） 施工方法 事務所 県 市町村 措置内容
年度 健全性

R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5
路線名 建設年度 経過年数 延長 幅員 施工方法 等級 事務所 県 市町村 R1点検R2点検R3点検R4点検R5点検R1修繕R2修繕R3修繕R4修繕R5修繕主な措置内容（予定）

管理者 所在地 点検の時期 修繕の時期点検結果

城山トンネル 国道45号 1992 30 932.0 11 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 大槌町 R3 Ⅱ ○
夏本トンネル 国道45号 1992 30 122.0 11 山岳（NATM） D 南三陸 岩手県 大槌町 R1 Ⅱ ○
霜ヶ沢トンネル 国道45号 1992 30 466.0 11 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 大槌町 R1 Ⅱ ○
三陸トンネル 国道45号 1961 61 476.0 6.24 山岳（矢板） D 南三陸 岩手県 大船渡市 H29 Ⅱ ○
羅生トンネル 国道45号 1965 57 566.0 7.5 山岳（矢板） C 南三陸 岩手県 大船渡市 H30 Ⅲ ○ □ 漏水対策
今泉トンネル E45 2017 5 706.0 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 陸前高田市 R3 Ⅰ ○
通岡トンネル E45 2007 15 1230.0 11 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 陸前高田市 R2 Ⅱ ○
笹崎トンネル E45 1996 26 284.0 12 山岳（NATM） C 南三陸 岩手県 大船渡市 R1 Ⅱ ○

明神前トンネル E45 1996 26 1129.0 12 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 大船渡市 H30 Ⅱ ○
盛トンネル E45 1999 23 221.0 12 山岳（NATM） C 南三陸 岩手県 大船渡市 R3 Ⅱ ○

宇津野沢トンネル E45 1997 25 269.0 12 山岳（NATM） C 南三陸 岩手県 大船渡市 R3 Ⅲ ○
権現堂トンネル E45 2001 21 665.0 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 大船渡市 R2 Ⅱ ○
新三陸トンネル E45 1992 30 2226.0 10.5 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 大船渡市 H30 Ⅱ ○
吉浜トンネル E45 2015 7 1644.0 10.5 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 大船渡市 R2 Ⅱ ○
定内トンネル E46 2016 6 808.0 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅰ ○
甲子トンネル E46 2006 16 488.0 11.5 山岳（NATM） C 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○

新仙人トンネル E46 2006 16 4491.5 11 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 釜石市 R1 Ⅱ ○
滝観洞トンネル E46 2006 16 2996.0 10.7 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 住田町 R1 Ⅱ ○
秋丸トンネル E46 2006 16 1130.0 12 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 住田町 R1 Ⅱ ○
赤部トンネル E46 2008 14 1042.0 9.5 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 花巻市 R3 Ⅱ ○
樺トンネル E46 2010 12 1952.0 9.5 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 奥州市 H30 Ⅱ ○

白土トンネル E46 2009 13 1857.0 9.5 山岳（NATM） A 南三陸 岩手県 花巻市 H29 Ⅱ ○
向落合トンネル E46 2009 13 991.0 9.5 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 遠野市 H29 Ⅱ ○

遊井名田トンネル E46 2008 14 592.0 9.5 山岳（NATM） B 南三陸 岩手県 遠野市 R3 Ⅱ ○
二郷山トンネル E46 2012 10 311.0 11.5 山岳（NATM） C 南三陸 岩手県 遠野市 R2 Ⅱ ○
鍋倉トンネル E46 2017 5 181.0 12 山岳（NATM） D 南三陸 岩手県 遠野市 H29 Ⅱ ○

須賀第１トンネル 国道45号 1994 28 121 9.5 山岳（NATM） D 仙台 宮城県 利府町 R3 Ⅲ ○
須賀第１歩道トンネル 国道45号 1968 54 104.5 3.4 山岳（矢板） － 仙台 宮城県 利府町 H29 Ⅱ ○

須賀第２トンネル 国道45号 1994 28 124 9.5 山岳（NATM） D 仙台 宮城県 利府町 R3 Ⅲ ○
須賀第２歩道トンネル 国道45号 1968 54 145 3.4 山岳（矢板） － 仙台 宮城県 利府町 H29 Ⅱ ○

浜田トンネル 国道45号 1998 24 209 11.3 山岳（NATM） D 仙台 宮城県 利府町 R3 Ⅲ ○
松島トンネル 国道45号 1988 34 125 11 山岳（NATM） D 仙台 宮城県 松島町 R3 Ⅲ ○
田中トンネル 国道45号 1987 35 702 11 山岳（NATM） B 仙台 宮城県 気仙沼市 H29 Ⅱ ○
松川トンネル 国道45号 1981 41 150 10.6 山岳（NATM） D 仙台 宮城県 気仙沼市 H29 Ⅱ ○
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■東北地方整備局「道路トンネル点検・修繕計画」 （令和4年4月1日時点）
施設名 路線名 建設年度 建設後 延長 幅員 トンネル 等級 主な

（西暦） 経過年数 （m） （m） 施工方法 事務所 県 市町村 措置内容
年度 健全性

R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5
路線名 建設年度 経過年数 延長 幅員 施工方法 等級 事務所 県 市町村 R1点検R2点検R3点検R4点検R5点検R1修繕R2修繕R3修繕R4修繕R5修繕主な措置内容（予定）

管理者 所在地 点検の時期 修繕の時期点検結果

安波トンネル 国道45号 1984 38 1646 10.3 山岳（矢板） A 仙台 宮城県 気仙沼市 R2 Ⅱ ○
鹿折トンネル 国道45号 1983 39 195 10.3 山岳（矢板） D 仙台 宮城県 気仙沼市 R3 Ⅲ ○
唐桑トンネル 国道45号 1969 53 830 8 山岳（矢板） B 仙台 宮城県 気仙沼市 R3 Ⅱ ○
只越トンネル 国道45号 1970 52 152 8.4 山岳（矢板） D 仙台 宮城県 気仙沼市 R3 Ⅱ ○

立町トンネル（下り） 国道48号 1984 38 340.3 6.5 開削 A 仙台 宮城県 仙台市 H29 Ⅱ ○
立町トンネル（上り） 国道48号 1984 38 340.3 6.5 開削 A 仙台 宮城県 仙台市 H29 Ⅱ ○
川内トンネル（上り） 国道48号 1981 41 568.4 9.3 開削 A 仙台 宮城県 仙台市 H29 Ⅱ ○
川内トンネル（下り） 国道48号 1981 41 568.4 9.3 開削 A 仙台 宮城県 仙台市 H29 Ⅱ ○
青葉山トンネル（下） 国道48号 1987 35 2233 9.23 山岳（矢板） AA 仙台 宮城県 仙台市 R2 Ⅲ ○ □ 剥落防止
青葉山トンネル（上） 国道48号 1981 41 2233 9.23 山岳（矢板） AA 仙台 宮城県 仙台市 R2 Ⅲ ○ □ □ 剥落防止

鳴子トンネル 国道47号 1970 52 224.6 8.6 山岳（矢板） D 仙台 宮城県 大崎市 R1 Ⅱ ○
中村トンネル 国道7号 1987 35 107 8.2 開削 D 秋田 秋田県 秋田市 H29 Ⅲ ○ □ 剥落防止

勝平はまなすトンネル 国道7号 1996 26 355 12.3 開削 B 秋田 秋田県 秋田市 H29 Ⅲ ○ □ 剥落防止
仙岩トンネル 国道46号 1975 47 2544 8.57 山岳（矢板） B 秋田 岩手県 雫石町 H29 Ⅲ ○ □ 漏水対策
大平トンネル 国道46号 1973 49 470 7.6 山岳（矢板） D 秋田 秋田県 仙北市 H29 Ⅲ ○ □ 剥落防止

生保内トンネル 国道46号 1973 49 588.4 7.6 山岳（矢板） C 秋田 秋田県 仙北市 H29 Ⅲ ○ □ 漏水対策
板谷トンネル 国道46号 1972 50 149 7.6 山岳（矢板） D 秋田 秋田県 仙北市 H29 Ⅲ ○ □ 漏水対策
堀木トンネル 国道46号 1973 49 155 7.6 山岳（矢板） D 秋田 秋田県 仙北市 H29 Ⅲ ○ □ 漏水対策
桂巣トンネル 国道46号 1973 49 392.5 7.6 山岳（矢板） D 秋田 秋田県 仙北市 H29 Ⅲ ○ □ 漏水対策
須神トンネル 国道46号 1972 50 405 7.6 山岳（矢板） D 秋田 秋田県 仙北市 H29 Ⅲ ○ □ 漏水対策
湖山トンネル 国道46号 1972 50 235 7.6 山岳（矢板） D 秋田 秋田県 仙北市 H29 Ⅲ ○ □ 漏水対策
出戸トンネル E7 2007 15 579 9.5 山岳（NATM） B 秋田 秋田県 由利本荘市 R1 Ⅱ ○
西目トンネル E7 2007 15 386 9.5 山岳（NATM） B 秋田 秋田県 由利本荘市 R1 Ⅱ ○

孔雀舘トンネル E7 2007 15 432 9.5 山岳（NATM） B 秋田 秋田県 由利本荘市 R1 Ⅱ ○
芦川トンネル E7 2007 15 638 9.5 山岳（NATM） A 秋田 秋田県 由利本荘市 R1 Ⅱ ○
二古トンネル E7 2007 15 1417 9.5 山岳（NATM） A 秋田 秋田県 由利本荘市 R1 Ⅱ ○
雄勝トンネル 国道13号 1981 41 1375 10.2 山岳（矢板） B 湯沢 山形県 真室川町 H29 Ⅲ ○ □ 漏水対策
山口トンネル 国道13号 1981 41 296 10.2 山岳（矢板） D 湯沢 秋田県 湯沢市 R1 Ⅱ ○
東山トンネル 国道13号 1982 40 300 10.2 山岳（矢板） C 湯沢 秋田県 湯沢市 R1 Ⅱ ○

院内岩井堂トンネル E13 2012 10 1585 11 山岳（NATM） B 湯沢 秋田県 湯沢市 R1 Ⅱ ○
獅鼻トンネル E13 2015 7 1100.2 9.5 山岳（NATM） B 湯沢 秋田県 湯沢市 R3 Ⅱ ○
片山トンネル E7 1998 24 420 11.2 開削 C 能代 秋田県 大館市 H29 Ⅲ ○ □ □ ひびわれ補修

きみまちトンネル 国道7号 1979 43 516 10.5 山岳（矢板） B 能代 秋田県 能代市 H30 Ⅲ ○ □ ひびわれ補修
二ツ井西トンネル 国道7号 1995 27 644 10.5 山岳（NATM） B 能代 秋田県 能代市 R2 Ⅲ ○
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■東北地方整備局「道路トンネル点検・修繕計画」 （令和4年4月1日時点）
施設名 路線名 建設年度 建設後 延長 幅員 トンネル 等級 主な

（西暦） 経過年数 （m） （m） 施工方法 事務所 県 市町村 措置内容
年度 健全性
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路線名 建設年度 経過年数 延長 幅員 施工方法 等級 事務所 県 市町村 R1点検R2点検R3点検R4点検R5点検R1修繕R2修繕R3修繕R4修繕R5修繕主な措置内容（予定）

管理者 所在地 点検の時期 修繕の時期点検結果

二ツ井東トンネル 国道7号 1987 35 637 10.5 山岳（矢板） B 能代 秋田県 能代市 R2 Ⅲ ○
雪沢第二トンネル E7 2008 14 1849 11 山岳（NATM） A 能代 秋田県 大館市 H29 Ⅱ ○
雪沢第一トンネル E7 2012 10 2553 11 山岳（NATM） A 能代 秋田県 大館市 H29 Ⅱ ○

大茂内第二トンネル E7 2011 11 2988 11 山岳（NATM） A 能代 秋田県 大館市 H29 Ⅲ ○ □ ひびわれ補修
大茂内第一トンネル E7 2007 15 1823 11 山岳（NATM） A 能代 秋田県 大館市 H29 Ⅱ ○

釈迦内トンネル E7 2006 16 295 11 山岳（NATM） D 能代 秋田県 大館市 H29 Ⅱ ○
摩当山トンネル E7 2011 11 3333 8.53 山岳（NATM） AA 能代 秋田県 北秋田市 H30 Ⅲ ○ □ ひびわれ補修

栄トンネル E7 2013 9 562 11 山岳（NATM） B 能代 秋田県 北秋田市 R1 Ⅱ ○
主寝坂トンネル 国道13号 1959 63 808 7 山岳（矢板） C 山形 山形県 金山町 H30 Ⅲ ○ □ 漏水対策
及位トンネル 国道13号 2002 20 95.5 11.8 山岳（NATM） D 山形 山形県 真室川町 R3 Ⅱ ○

新主寝坂トンネル E13 2005 17 2944 11 山岳（NATM） A 山形 山形県 金山町 R3 Ⅱ ○
長尾トンネル 国道47号 1988 34 1013 10.5 山岳（矢板） B 山形 山形県 舟形町 R2 Ⅱ ○
横根トンネル 国道113号 1970 52 689.6 8 山岳（矢板） C 山形 山形県 小国町 R1 Ⅲ ○ □ 覆工背面空洞対策

朝篠トンネル 国道113号 1974 48 646.9 9 山岳（矢板） C 山形 山形県 小国町 R3 Ⅲ ○
子子見トンネル 国道113号 1974 48 152.8 7.6 山岳（矢板） D 山形 山形県 小国町 R3 Ⅲ ○ □ □ 覆工内面補強対策

綱取トンネル 国道113号 1973 49 95 7.5 山岳（矢板） D 山形 山形県 小国町 R2 Ⅱ ○
弁当沢トンネル 国道113号 1974 48 374.6 7.64 山岳（矢板） C 山形 山形県 小国町 R2 Ⅱ ○
栗松トンネル 国道113号 1974 48 288 7.6 山岳（矢板） D 山形 山形県 小国町 R3 Ⅲ ○
明沢トンネル 国道113号 1974 48 360 8 山岳（矢板） C 山形 山形県 小国町 H30 Ⅲ ○ □ □ ひびわれ補修
沼沢トンネル 国道113号 1974 48 115 6.5 山岳（矢板） D 山形 山形県 小国町 R3 Ⅲ ○
遅越トンネル 国道113号 1972 50 194 8 山岳（矢板） D 山形 山形県 小国町 R2 Ⅱ ○

新宇津トンネル 国道113号 1994 28 1335 9.5 山岳（NATM） B 山形 山形県 小国町 R3 Ⅱ ○
猿羽根トンネル 国道13号 1961 61 433 7.5 山岳（矢板） D 山形 山形県 舟形町 R3 Ⅲ ○ □ 漏水対策
舟形トンネル E13 1999 23 1368 9.5 山岳（NATM） A 山形 山形県 尾花沢市 R1 Ⅱ ○
水沢トンネル 国道112号 1983 39 187 9 山岳（矢板） D 山形 山形県 西川町 R1 Ⅱ ○
横岫トンネル 国道112号 1970 52 172 8 山岳（矢板） D 山形 山形県 西川町 R3 Ⅲ ○ □ 覆工背面空洞対策

横手トンネル 国道112号 1979 43 590.5 8.55 山岳（矢板） C 山形 山形県 西川町 R1 Ⅲ ○ □ □ □ □ □ 監視
砂子関トンネル 国道112号 1980 42 631 9.5 山岳（矢板） C 山形 山形県 西川町 R2 Ⅲ ○
月山沢トンネル 国道112号 1980 42 315 8.5 山岳（矢板） D 山形 山形県 西川町 R2 Ⅱ ○
志津トンネル 国道112号 1977 45 535 8 山岳（矢板） C 山形 山形県 西川町 R3 Ⅲ ○ □ 覆工背面空洞対策

関山トンネル 国道48号 1968 54 890 7 山岳（矢板） A 山形 宮城県 仙台市 R1 Ⅲ ○ □ 覆工背面空洞対策

岩部山トンネル 国道13号 2007 15 946.9 9.5 山岳（NATM） A 山形 山形県 南陽市 R3 Ⅱ ○
村山トンネル E13 2016 6 396 11.5 山岳（NATM） B 山形 山形県 村山市 H30 Ⅱ ○

五十川南トンネル 国道7号 1966 56 41 8 山岳（矢板） D 酒田 山形県 鶴岡市 R2 Ⅱ ○
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■東北地方整備局「道路トンネル点検・修繕計画」 （令和4年4月1日時点）
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五十川南トンネル歩道 国道7号 1984 38 50.7 4 山岳（矢板） － 酒田 山形県 鶴岡市 H30 Ⅰ ○
鰺ケ崎トンネル 国道7号 2009 13 305 11.2 山岳（NATM） D 酒田 山形県 鶴岡市 R3 Ⅱ ○
釜谷トンネル 国道7号 1964 58 183 8.5 山岳（矢板） D 酒田 山形県 鶴岡市 R1 Ⅲ ○

釜谷なみの花歩道トンネル 国道7号 2000 22 196 3 山岳（NATM） － 酒田 山形県 鶴岡市 R1 Ⅱ ○
新五十川トンネル 国道7号 1984 38 396 10.3 山岳（矢板） D 酒田 山形県 鶴岡市 R1 Ⅱ ○
田麦俣トンネル 国道112号 1972 50 256 8 山岳（矢板） D 酒田 山形県 鶴岡市 R1 Ⅲ ○
大網トンネル 国道112号 1972 50 470 8 山岳（矢板） D 酒田 山形県 鶴岡市 R1 Ⅲ ○

月山第一トンネル 国道112号 1976 46 2620 8 山岳（矢板） B 酒田 山形県 西川町 R2 Ⅲ ○
湯殿山トンネル 国道112号 1975 47 665 7.6 山岳（矢板） C 酒田 山形県 鶴岡市 R3 Ⅱ ○

月山第二トンネル 国道112号 1975 47 1530 8.2 山岳（矢板） B 酒田 山形県 鶴岡市 H29 Ⅱ ○
朝日第一トンネル（上） 国道112号 1988 34 881 12 山岳（NATM） C 酒田 山形県 鶴岡市 H30 Ⅲ ○ □ 剥落防止
朝日第二トンネル（下） 国道112号 1990 32 757 6 山岳（NATM） C 酒田 山形県 鶴岡市 H30 Ⅲ ○ □ 剥落防止

天魄山トンネル E7 2003 19 1024.5 9.5 山岳（NATM） A 酒田 山形県 鶴岡市 R3 Ⅱ ○
あつみトンネル E7 2011 11 6022.3 9.5 山岳（NATM） AA 酒田 山形県 鶴岡市 R3 Ⅱ ○

かたのりざわトンネル E7 2011 11 1993 9.5 山岳（NATM） A 酒田 山形県 鶴岡市 R3 Ⅱ ○
小波渡トンネル E7 2009 13 2495.8 9.5 山岳（NATM） A 酒田 山形県 鶴岡市 R3 Ⅱ ○
三瀬トンネル E7 2007 15 544 9.5 山岳（NATM） B 酒田 山形県 鶴岡市 R3 Ⅱ ○

信夫山トンネル（上） 国道13号 1975 47 700 7.5 山岳（矢板） A 福島 福島県 福島市 R2 Ⅲ ○ □ □ 剥落防止
信夫山トンネル（下） 国道13号 1970 52 700 7.5 山岳（矢板） A 福島 福島県 福島市 R2 Ⅲ ○ □ □ 剥落防止
信夫山歩道トンネル 国道13号 1975 47 745 2.6 山岳（矢板） － 福島 福島県 福島市 R3 Ⅲ ○

信夫山新歩道トンネル 国道13号 1992 30 669 4 山岳（NATM） － 福島 福島県 福島市 R3 Ⅱ ○
高平トンネル 国道13号 1963 59 403 7 山岳（矢板） C 福島 福島県 福島市 R3 Ⅲ ○

中野第一トンネル 国道13号 1963 59 120 7 山岳（矢板） D 福島 福島県 福島市 R2 Ⅲ ○ □ 漏水対策
中野第二トンネル 国道13号 1963 59 789 7 山岳（矢板） B 福島 福島県 福島市 R2 Ⅲ ○ □ 漏水対策
大滝第一トンネル 国道13号 1965 57 200 7 山岳（矢板） D 福島 福島県 福島市 R3 Ⅱ ○
大滝第二トンネル 国道13号 1965 57 504 7 山岳（矢板） B 福島 福島県 福島市 R3 Ⅲ ○
東栗子トンネル 国道13号 1966 56 2376 7 山岳（矢板） A 福島 福島県 福島市 R3 Ⅲ ○
西栗子トンネル 国道13号 1966 56 2675 7 山岳（矢板） A 福島 山形県 米沢市 R2 Ⅲ ○ □ □ □ □ 剥落防止
大笹生トンネル E13 2010 12 2089 11 山岳（NATM） A 福島 福島県 福島市 R1 Ⅲ ○ □ □ 漏水対策
沖根山トンネル E13 2008 14 919 11 山岳（NATM） B 福島 福島県 福島市 R1 Ⅱ ○
新高平トンネル E13 2008 14 499 11 山岳（NATM） B 福島 福島県 福島市 R1 Ⅱ ○
杉ノ平トンネル E13 2010 12 219 11 山岳（NATM） C 福島 福島県 福島市 R1 Ⅰ ○
中野トンネル E13 2009 13 476 11 山岳（NATM） B 福島 福島県 福島市 R1 Ⅱ ○
大滝トンネル E13 2007 15 353 11 山岳（NATM） C 福島 福島県 福島市 R1 Ⅱ ○
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栗子トンネル E13 2014 8 8972 9.5 山岳（NATM） AA 福島 福島県 福島市 R3 Ⅲ ○
水窪第一トンネル E13 2006 16 384 9.5 山岳（NATM） C 福島 山形県 米沢市 R1 Ⅱ ○
水窪第二トンネル E13 2006 16 243 8.5 山岳（NATM） C 福島 山形県 米沢市 R1 Ⅱ ○
庄司渕トンネル E13 2016 6 929 12 山岳（NATM） B 福島 福島県 伊達市 H29 Ⅱ ○
腰巡トンネル E13 2016 6 889 12 山岳（NATM） B 福島 福島県 伊達市 H29 Ⅱ ○

金弁蔵トンネル E13 2015 7 626 12 山岳（NATM） B 福島 福島県 伊達市 H29 Ⅱ ○
宝直トンネル E13 2014 8 161 12 山岳（NATM） D 福島 福島県 伊達市 H29 Ⅱ ○

七ツ窪トンネル E13 2016 6 1404 12 山岳（NATM） A 福島 福島県 伊達市 H29 Ⅱ ○
馬舘山トンネル E13 2015 7 367 12 山岳（NATM） C 福島 福島県 伊達市 H29 Ⅰ ○
境ノ目トンネル E13 2014 8 175 12 山岳（NATM） D 福島 福島県 伊達市 H29 Ⅱ ○
楢這トンネル E13 2016 6 1492 13.5 山岳（NATM） B 福島 福島県 相馬市 H30 Ⅱ ○
荻平トンネル E13 2016 6 1023 13.5 山岳（NATM） B 福島 福島県 相馬市 H30 Ⅲ ○ □ 剥落防止
松ヶ房トンネル E13 2016 6 1319 13.5 山岳（NATM） B 福島 福島県 相馬市 H30 Ⅱ ○
新玉野トンネル E13 2016 6 968 13.5 山岳（NATM） B 福島 福島県 相馬市 H29 Ⅱ ○
円渕トンネル E13 2016 6 963.0 10 山岳（NATM） B 福島 福島県 相馬市 H30 Ⅱ ○

塩手山トンネル E13 2018 4 1801 12 山岳（NATM） A 福島 福島県 相馬市 R1 Ⅱ ○
掛田トンネル E13 2020 2 421 13.5 山岳（NATM） B 福島 福島県 伊達市 ○
柱田トンネル E13 2020 2 301 13.5 山岳（NATM） B 福島 福島県 伊達市 ○
富沢トンネル E13 2020 2 433 13.5 山岳（NATM） B 福島 福島県 伊達市 ○

上保原トンネル E13 2020 2 305 13.5 山岳（NATM） B 福島 福島県 伊達市 ○
熱海トンネル 国道49号 1992 30 1340 9.9 山岳（NATM） A 郡山 福島県 郡山市 H30 Ⅱ ○
中山トンネル 国道49号 1989 33 500 9.9 山岳（矢板） B 郡山 福島県 郡山市 H30 Ⅱ ○
上戸トンネル 国道49号 1967 55 92.5 7.6 山岳（矢板） D 郡山 福島県 猪苗代町 H30 Ⅲ ○ □ 剥落防止
藤トンネル 国道49号 1969 53 298 8.6 山岳（矢板） D 郡山 福島県 柳津町 H30 Ⅲ ○ □ □ 剥落防止
車トンネル 国道49号 1970 52 932 8.6 山岳（矢板） C 郡山 福島県 西会津町 H30 Ⅲ ○ □ 剥落防止

七折峠トンネル 国道49号 2002 20 1034 12.3 山岳（NATM） A 郡山 福島県 会津坂下町 H30 Ⅱ ○
平潟隧道 国道6号 1958 64 60 8.5 山岳（矢板） D 磐城 福島県 いわき市 H29 Ⅱ ○

金ケ沢第一トンネル 国道6号 1962 60 210 9 山岳（矢板） C 磐城 福島県 いわき市 R3 Ⅲ ○
金ケ沢第二トンネル 国道6号 1963 59 119 9 山岳（矢板） D 磐城 福島県 いわき市 R3 Ⅲ ○
末続第一トンネル 国道6号 1963 59 143 9 山岳（矢板） D 磐城 福島県 いわき市 R3 Ⅱ ○
末続第二トンネル 国道6号 1963 59 278.5 9 山岳（矢板） C 磐城 福島県 いわき市 R3 Ⅲ ○

南富岡トンネル（上） 国道6号 1980 42 280 9.7 開削 D 磐城 福島県 いわき市 R1 Ⅱ ○
南富岡トンネル（下） 国道6号 2004 18 280 9.8 開削 D 磐城 福島県 いわき市 R1 Ⅱ ○
久世原トンネル（上） 国道6号 1999 23 260 9.3 開削 D 磐城 福島県 いわき市 R1 Ⅱ ○
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■東北地方整備局「道路トンネル点検・修繕計画」 （令和4年4月1日時点）
施設名 路線名 建設年度 建設後 延長 幅員 トンネル 等級 主な

（西暦） 経過年数 （m） （m） 施工方法 事務所 県 市町村 措置内容
年度 健全性

R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5
路線名 建設年度 経過年数 延長 幅員 施工方法 等級 事務所 県 市町村 R1点検R2点検R3点検R4点検R5点検R1修繕R2修繕R3修繕R4修繕R5修繕主な措置内容（予定）

管理者 所在地 点検の時期 修繕の時期点検結果

久世原トンネル（下） 国道6号 1999 23 260 9.4 開削 D 磐城 福島県 いわき市 R1 Ⅱ ○
いわき水石トンネル 国道49号 2005 17 1385 12.6 山岳（NATM） A 磐城 福島県 いわき市 H30 Ⅲ ○ □ ひびわれ補修

上荒川トンネル 国道49号 1993 29 262 11.5 山岳（NATM） D 磐城 福島県 いわき市 H30 Ⅱ ○
五郎内トンネル 国道49号 1992 30 374 11.5 山岳（NATM） D 磐城 福島県 いわき市 H30 Ⅱ ○
夕筋トンネル 国道6号 1963 59 114 9 山岳（矢板） D 磐城 福島県 広野町 R3 Ⅲ ○

いわき三和トンネル 国道49号 2010 12 743 8 山岳（NATM） B 磐城 福島県 いわき市 R2 Ⅲ ○
新波立トンネル 国道6号 2013 9 190 8 山岳（NATM） C 磐城 福島県 いわき市 R2 Ⅱ ○

上荒川トンネル（下） 国道49号 2016 6 270 10.6 山岳（NATM） C 磐城 福島県 いわき市 H29 Ⅱ ○
五郎内トンネル（下） 国道49号 2016 6 367 10.6 山岳（NATM） B 磐城 福島県 いわき市 H29 Ⅱ ○
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